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Ⅱ　各学科専門教育科目の履修
保育科

教育目的
　少子高齢化社会と女性の雇用促進にあいまって、子育ての社会化が急速に進められてい
る。そのなかで幼稚園や保育所などの集団保育施設の役割も多様化するとともに、より高
度な専門性が求められている。幼稚園教諭および保育士養成施設としての保育科は、この
ような時代背景に応えるべく、本学の建学の精神を踏まえ次のような教育目的を設定して
いる。
　「聖徳太子の仏教精神をもとにした仏教保育の理念と方法を体得し、人間性豊かで、受
容性と共感性に富む、保育実践および社会援助技術の基本を身につけた保育者を養成す
る。」

到達目標
・少子高齢化社会における子育ての基本的課題を理解するとともに、集団保育施設の役割
を把握する。
・保育力量の質を、乳幼児の成長発達への援助という側面から捉えるとともに、保護者の
育児力への専門的支援という側面からも捉えることができるようになる。
・乳幼児の成長発達の過程を科学的に認識するとともに、受容性と共感性をもとにした関
係能力の習熟を、保育者としての自己形成課題として自覚する。
・保育における生活概念を総合的かつ多元的に捉え、５領域にわたる実践技能を幼児教育
的価値と関連づけて体得する。
・上記の目標を、聖徳太子の仏教精神をもとにした仏教保育の理念によって基礎づけるこ
とにより、保育哲学を核とした人格形成への自覚をもつ。

履修の仕方
・ 1セメスター時の学修テーマ：「子ども・保育との出会い」
保育や幼児教育の基本的な考え方を学び、子どもに対する見方や保育観に触れることに
より、これからの学修への動機と見通しを確かなものにする。
・ 2セメスター時の学修テーマ：「子ども・保育を知る」
保育学の諸領域に触れ、将来の子ども理解や保育実践につながる基本的な知見を会得
し、子どもや保育をより実践的に見る視点を養う。
・ 3セメスター時の学修テーマ：「子ども・保育にかかわる」
計画－実践－省察という保育実践の基本に通じる演習を本格化するなかで、既習の保育
学諸領域の知識技能を確かめ、保育者としての実践知の基礎を吟味する。
・ 4セメスター時の学修テーマ：「保育者のたまごになる」
他者評価と自己省察を通して、子ども理解や保育理解のあり方を深め、保育者としての
実践知を確かなものとしつつ、今後の自己課題を見極める。


